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効果3【防災】：燃えにくいまちづくりの推進

•補助132号線整備が計画されている西荻南などの地域は、現状、火災に弱い（燃えやすい）建物が密集しています。

•このような地域で火災が発生した場合、周辺に広く燃え広がる可能性があるため、幅員の広い道路や燃えにくい建物などの延焼遮断
帯を整備し、地域の不燃化率を上げる必要があります。
⇒補助132号線の整備や周辺建物の不燃化により、火災の発生・拡大を防ぎ、地域としての防火対策が進みます。

整備前

※地理院地図（国土地理院）を加工して作成

西荻窪駅

延焼 延焼遮断

都市計画
道路

整備後

西荻窪駅

消防車が進入
できない

現道の不燃化率
67.7％
（基準値以下）

荻窪消防署
西荻出張所

荻窪消防署
西荻出張所

消防車が進入
可能に

耐火・準耐火建築物（燃
えにくい）

防火・木造建築物（燃え
やすい）

補助132号線（整備後）
幅員6m以上の道路
（消防車進入可能）

補助132号線

出典：平成29年3月すぎなみの道づくり（道路整備方針）
防災都市づくり推進計画（東京都）

▼防災生活圏と延焼遮断帯のイメージ

▼道路整備による燃えにくいまちづくりの事例

整備前

整備後（道路拡幅＋沿道不燃化・無電柱化）

不燃化率
78.2％
（基準値以上）

延焼
遮断

燃え広がり
やすい

補足

●不燃化率
•全建物のうち燃えにくい建物がどれくらいあるかを表した指標。
•不燃化率＝（耐火建築物面積＋準耐火建築物面積×0.8）÷全建物面積
⇒値が高いほど燃えにくい
•都市計画道路の計画幅員の沿道5mの範囲を対象に算出

●延焼遮断帯

•市街地火災の延焼を阻止する機能を果たす道路、河川、鉄道、公園等の都市施設およびこれらと近接する耐火
建築物等により構成される帯状の不燃空間。
•道路の場合は、幅員によって延焼遮断機能を発揮する不燃化率が設定されており、補助132号線（幅員16m）の
場合は不燃化率60％以上で機能を発揮する。

幅員 沿道の不燃化率
27ｍ以上 条件なし
24ｍ以上27ｍ未満 40％以上
16ｍ以上24ｍ未満 60％以上
11ｍ以上16ｍ未満 80％以上

延焼遮断帯の形成

（機能を発揮する条件）

【整備後（計画）】
幅員が16mの場合、沿道の不燃化率が60%以上で機能を発
揮する
⇒補助132号線では沿道の不燃化率78.2％のため、延焼遮断
帯として機能する

【現道】
幅員が11mの場合、沿道の不燃化率が80%以上で機能
を発揮する
⇒現状では沿道の不燃化率67.7％のため、延焼遮断帯
として機能していない

⾞道部
9.0m

歩道部
3.5m

歩道部
3.5m

全幅 16.0m計

画
︵
イ
メ
␗
ジ
︶

現

状

⾞道部
6.0m

歩道部
2.5m

歩道部
2.5m

全幅 11.0m

10

9
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観点 整備効果指標 指標の内容 整備前
（現状）

整備後
（将来） 効果

防災

1 防災拠点等へのアクセス性向上 地域内輸送拠点から震災救援所への平均アクセス時間 29分 7分 75.9%

2 災害時の帰宅困難者の対応 駅等から⼀時滞在施設等への平均アクセス時間 120分 30分 75.0%

3 燃えにくいまちづくりの推進 沿線の不燃化率 67.7% 78.2% 15.5%

4 救急医療施設へのアクセス性向上 ⾼井⼾地域から救急医療施設へのアクセス時間 22分 19分 13.6%

環境
5 ⾃動⾞からのCO2排出量削減 杉並区全体のCO2排出量 300,871 t-CO2 301,422 t-CO2 -0.18%

6 植樹帯による緑の増加 杉並区全体のCO2吸収量 2,919 t-CO2 3,273 t-CO2 12.1%

暮らし
7 救急医療施設への等時間圏域拡⼤ 救急医療施設へ10分以内で到達できる町丁⽬数 41町丁⽬ 50町丁⽬ 22.0%

8 歩⾏者・⾃転⾞の安全確保 幅員の広い規格歩道の設置による歩⾏者・⾃転⾞の安全性・快適性が確保

活⼒

9 交通結節点の形成と連携強化 駅へのアクセス性向上や駅前広場等の拠点の形成

10 ICへのアクセス性向上 井草地域から永福ICへのアクセス時間 33分 29分 12.1%

11 南北路線の強化 環⼋通りの代替路となる南北路線ネットワークの構築による隣接区も含めたアクセス性の向上

西荻窪地域の整備効果まとめ
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※

※樹種や間隔によってCO2吸収量が変更する
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